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奈良県 河川整備課からの情報提供

奈良県河川整備課
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水害リスクマップの作成 河川整備課

○本県では、これまで水防法に基づき住民等の迅速かつ円滑な避難に資する水害リスク情報として想定最大規模降雨を対象とした
「洪水浸水想定区域図」を作成し、公表してきた。

○これに加えて、土地利用や住まい方の工夫の検討及び水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの検討など、流域治水の取組を推進
することを目的として、発生頻度が高い降雨規模の場合に想定される浸水範囲や浸水頻度を明らかにするために、「水害リスクマップ」
を作成・公表し、水害リスク情報の充実を図る。

取組概要

＊ 大和川、葛下川、竜田川、富雄川、曽我川、高田川、葛城川、飛鳥川、寺川、米川、地蔵院川、
秋篠川、能登川、布留川、高取川、佐保川、高瀬川、岩井川

令和７年６月１６日に大和川水系の水害リスクマップを公表 【令和7年6月20日産経新聞】

◎令和７年度に紀の川流域・熊野川流域内での水位周知河川の水害リスクマップを作成中

◎令和８年度に公表を予定

・直轄部分の紀の川、名張川の水害リスクマップはすでに国において公表済みであり、新たに県管理の水位周知河川
（紀の川、高見川、丹生川、宇陀川、芳野川）の水害リスクマップを重ねて公表

・事前に土地の水害リスクを把握し、防災まちづくりや企業立地等の参考。
・水害リスクの意識向上。
・10～50年に1度の雨量という、従来のハザードマップと比べてより身近な規模の災害リスクをカバー。
・立地適正化計画における防災指針の検討・作成への活用。 など

活用例
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中小河川を反映した水害ハザードマップの作成状況

• 市町村長は水防法１５条に基づき、洪水浸水想定区域図に洪水予報

等の伝達方法、避難場所その他洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保

を図るために必要な事項等を記載した洪水ハザードマップを作成し、住

民の方々に周知することとなっています。

• 令和3年5月の水防法改正により、洪水浸水想定区域の指定に中小河
川が追加され、水害リスク情報の空白地帯の解消を目指すこととされま

した。県において、中小河川の洪水浸水想定区域図を作成し、令和５年

５月に公表しています。これを受け、市町村において、中小河川も含めた

水害ハザードマップの作成・更新を進めています。

河川整備課

【目的】

R8.4時点で奈良県内のハザードマップ作成率は、
水位周知河川で100％、中小河川で69％(27/39)

＜奈良県内中小河川を反映させたハザードマップ作成状況＞

地理院タイルに行政区域等を加筆して作成

三郷町

王寺町

香芝市

御所市 高取町

五條市

安堵町

上牧町

河合町

五條市

：R8作成中
：作成済

：河川 ：大和川上流部 ：紀の川圏域 ：熊野川上流部 ：木津川上流部

（R8.4末時点）

奈良市

桜井市

天理市

川西町

三宅町

橿原市
葛城市

宇陀市

斑鳩町

御杖村

広陵町

吉野町

宇陀市

大淀町大淀町

下市町

天川村

川上村

山添村

ー：対象外

奈良市

平群町

大和高田市

大和郡山市

生駒市

田原本町

明日香村

黒滝村

東吉野村

曽爾村

野迫川村

十津川村
下北山村

上北山村

市町村 作成済
作成中

（R８年度）

水位周知河川の

水害ハザードマッ

プ作成

奈良市 ○ ○

大和高田市 × ○ ○

大和郡山市 × ○ ○

天理市 ○ ○

橿原市 ○ ○

桜井市 ○ ○

五條市 ○ ○

御所市 ○ ○

生駒市 × ○ ○

香芝市 ○ ○

葛城市 ○ ○

宇陀市 ○ ○

山添村 ○ ○

平群町 ○ ○

三郷町 ○ ○

斑鳩町 ○ ○

安堵町 ○ ○

川西町 ○ ○

三宅町 ○ ○

田原本町 × ○ ○

中小河川を反映させた
洪水ハザードマップ

県H.Pで公表

市町村 作成済
作成中

（R８年度）

水位周知河川の

水害ハザードマッ

プ作成

曽爾村 × ○ ー

御杖村 ○ ー

高取町 ○ ○

明日香村 × ○ ○

上牧町 ○ ○

王寺町 ○ ○

広陵町 ○ ○

河合町 ○ ○

吉野町 ○ ○

大淀町 ○ ○

下市町 ○ ○

黒滝村 × ○ ○

天川村 ○ ー

野迫川村 × ○ ー

十津川村 × ○ ー

下北山村 × ○ ー

上北山村 × ○ ー

川上村 ○ ○

東吉野村 × ○ ○

合計 ２７市町村 １２市町村 対象すべて作成



000-×曽爾村

000-○御杖村

000-○高取町

000-○明日香村

4040%×上牧町

8435184%×王寺町

03030100%○広陵町

41520%×河合町

13475%×吉野町

000-×大淀町

055100%○下市町

033100%○黒滝村

000-○天川村

000-×野迫川村

000-○十津川村

000-○下北山村

000-○上北山村

000-○川上村

044100%×東吉野村

144681
825

(27市町村）
82.5%

59.0%
(23/39)

合計

要配慮者利用施設の避難確保計画作成率(洪水)

「避難確保計画」とは、水害や土砂災害が発生するおそれがある場合における利用者の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な事項を
定めた計画です。

水防法15条により、洪水浸水想定区域図内にあり、市町村が作成する地域防災計画に記載されている要配慮者利用施設の管理者は避難確保
計画の作成義務があります。

県では、要配慮者利用施設の避難確保計画作成率１００％を目指し、引き続き作成状況を確認するとともに、関係市町村と連携して支援を行っ
ていきます。

・県内市町村の地域防災計画の見直し率は59.0％

河川整備課

【目的】

（R7.12月末時点）

0～49％ 50～75％ 76～99％作成率： 対象外

作成率
避難確保計画
作成対象施設 作成数 未作成数

地域防災計画
の見直し

市町村
※

※「特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律」(令和3年法律第31号)に基づき

地域防災計画の見直しが完了

作成率 避難確保計画
作成対象施設

作成数 未作成数
地域防災計画
の見直し市町村 ※

県H.Pで公表

0190190100%○奈良市

01212100%○大和高田市

06060100%×大和郡山市

02828100%×天理市

1727399%×橿原市

01010100%×桜井市

02121100%○五條市

01818100%○御所市

2272993%○生駒市

843873%○香芝市

43743%×葛城市

2141688%○宇陀市

011100%○山添村

15683%×平群町

022100%×三郷町

19234255%○斑鳩町

066100%○安堵町

1431718%○川西町

077100%○三宅町

08787100%×田原本町

市町村防災会議（設置していない場合は市町村長）は、地域防災計画を作成し、毎年見直しを行い、必要があれば修正し
なければなりません。

・令和５年５月に中小河川
の浸水想定区域を公表

・地域防災計画の見直し
が必要

⇓
対象施設数の更新

【災害対策基本法第42条（一部抜粋）】

・避難確保計画の作成率は82.5％
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奈良県 砂防・災害対策課からの情報提供

奈良県砂防・災害対策課
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630-8501 30 TEL 0742-27-8521

R7.12.3
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630-8501 30 TEL 0742-27-8521
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和８年度出水期からの新たな防災気象
情報について

奈良地方気象台
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住民が
とるべき行動

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

⼟⽯流

大雨
低地の浸水や

⼤河川以外の氾濫

河川氾濫
１級河川などの
⼤河川の氾濫

命の危険 直ちに安全確保︕レベル５
高潮特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
氾濫特別警報

警戒レベル
５相当

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難︕＞

危険な場所から全員避難レベル４
高潮危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
氾濫危険警報

警戒レベル
４相当

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

レベル３
高潮警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
大雨警報

レベル３
氾濫警報

警戒レベル
３相当

避難⾏動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

レベル２
高潮注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
氾濫注意報

警戒レベル
２

災害への心構えを高める早期注意情報
警戒レベル
１

新しい防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、⼤⾬、⼟砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表。（例︓レベル４⼤⾬危険警報 等）

新しい防災気象情報（令和8年出⽔期から運⽤開始予定）

　 17



キキクル
 ⼤⾬や⼟砂災害に関する情報が発表された際に、危険度が高まっている地域を確認することができます。
 ⼤⾬に関する情報が対象としている河川の氾濫の危険度（洪⽔キキクル）や短時間強雨による浸⽔害の危険

度（浸⽔キキクル）を重ねて大雨キキクルとして新規表示します。
 洪⽔キキクルと浸⽔キキクルについて切替え表⽰で、洪水災害・浸水害それぞれの危険度の確認が可能です。
 ⼟砂キキクルについては、判定基準の変更に伴い、現⾏に⽐べて警戒（⾚）が絞り込まれるとともに、注意（⻩）

から危険（紫）になることが多くなる傾向がありますので、表示の特性の変化にご留意ください。

大雨キキクル（イメージ） 土砂キキクルの特性変化（イメージ）
現⾏

浸⽔キキクル洪⽔キキクル

【新規】大雨キキクル

現⾏の浸⽔と洪⽔メッシュの
危険度を重ね合せた危険度

ボタンにより大雨キキクル、
浸⽔キキクル、洪⽔キキ
クルを切替え表⽰

ボタンにより大雨キキクル、
浸⽔キキクル、洪⽔キキ
クルを切替え表⽰

現⾏に⽐べて⾚が絞り込まれ、⻩
から紫になることが多くなる傾向

新
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今後（令和８年度出⽔期〜）
記録的短時間⼤⾬情報

顕著な⼤⾬に関する気象情報

顕著な⼤雪に関する気象情報

現在

⻯巻注意情報

気象防災速報（線状降水帯発⽣）

気象防災速報（記録的短時間⼤⾬）

気象防災速報（短時間⼤雪）

気象防災速報（⻯巻注意/⻯巻目撃）

気象防災速報（線状降水帯直前予測）

気象防災速報・気象解説情報

(R8運用開始予定)

 線状降水帯の発⽣や、記録的な短時間⼤⾬など、顕著現象が発生または発生しつつある
場合に「気象防災速報」を発表。なお、線状降⽔帯発生の直前予測も新たに運用開始。

 現在・今後の気象状況を網羅的に解説する「気象解説情報」も適宜に発表。
気象防災速報 ・・・極端な現象を速報的に伝える情報（府県単位でのみ発表）

気象解説情報 ・・・現在・今後の気象状況を網羅的に解説する情報（全国・地方・府県単位で発表）

全般台風情報(総合情報)

線状降水帯半⽇前予測を記載した
全般/地方/府県気象情報

気象解説情報（線状降水帯半⽇前予測）

気象解説情報（台風第○号）

気象解説情報（⼤⾬）

今後（令和８年度出⽔期〜）現状

⼤⾬に関する
全般/地方/府県気象情報
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線状降水帯の予測精度向上に向けた取組（情報の改善）

「迫りくる危険から直ちに避難」→情報のリードタイムをのばす

令和８年
2〜3時間前を目標に

予測情報を発表

令和11年

市町村単位で把握可能な危険度分布
形式の情報を提供

令和６年 府県単位で予測

令和４年 地方単位で予測

半日前予測直前予測

補⾜情報として、線状降⽔帯による
大雨の恐れがある大まかな領域を

図情報で表⽰（予定）

観測の強化、予測の強化により、線状降水帯に関する情報の段階的な改善を実施しています。
・ 令和８年から、２〜３時間前を目標にした予測情報を提供予定
• 令和11年から、半⽇前に市町村単位で線状降水帯発⽣の可能性が把握可能な分布形式の情報を提供予定

情報のリードタイムを伸ばし、また、情報の発表の対象地域を狭めることで、国⺠ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応に
つなげていきます。

線状降⽔帯発生の可能性が
把握可能な分布形式で表⽰（予定）

イメージ

イメージ

線状降⽔帯の雨域を楕円で表⽰

令和３年 線状降水帯の発⽣を
お知らせする情報

令和５年 最⼤30分程度前倒し

発生情報

↓ さらに対象地域を狭める
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線状降水帯に関する情報の位置付け

30分前
〜現在

〜３時間前

〜半⽇程度前

線状降⽔帯
発生

線状降水帯発⽣
の可能性高まる

線状降水帯発⽣
の可能性あり

線状降水帯に関する情報 住⺠に求められる⾏動

気象解説情報(線状降⽔帯半日前予測)
内容︓線状降水帯による⼤⾬の半⽇程度前からの

呼びかけ

気象防災速報（線状降⽔帯直前予測）
内容︓線状降水帯による⼤⾬発⽣の確度が高まったこと

をお知らせ

気象防災速報（線状降⽔帯発生）
内容︓線状降水帯の発⽣をお知らせ

⼤⾬に対する心構えを
一段高め、避難準備等、
災害に備える

レベル４危険警報が発表
されるタイミングと近いことか
ら、周辺状況や自治体の
避難情報等もふまえ、避難
など適切な対応⾏動をとる

自治体からの避難情報や周
辺状況を確認し、速やかに
安全確保

R4 地方単位で呼びかけ
↓

R6 府県単位で呼びかけ
↓

R11 線状降水帯による⼤⾬
のおそれが高い領域を半
⽇前からメッシュ情報(市
町村単位）で提供予定

時間

補足

イメージ

補足

イメージ

R8 ・お知らせ開始（予定）
・線状降⽔帯による大雨の
おそれのある大まかな領域を
最大3時間前から提供予定

補足

R3 ・お知らせ開始
・線状降水帯の⾬域を
楕円で表示

↓
R5 ・最⼤30分前倒しでお知らせ開始
R8 ・図情報（楕円表⽰）を更新予定

明るいうちから早めの避難

迫りくる危険から直ちに避難
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ダムの運用および情報伝達の改善について

  令和8（2026）年

電源開発株式会社 西日本支店
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報告内容

1. 新宮川水系の概要

2. 経緯

3. ダム運用の概要

4. ダム運用の検証

5. 令和7（2025）年度のダム運用（実績）

6. 情報伝達の改善（実施済）

【参考】

１． 過去のダム運用（実績）
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「新宮川水系河川整備基本方針（令和3（2021）年）」に加筆

1. 新宮川水系の概要

■流域面積

※（）内は猿谷ダム、坂本ダムの流域を含まな
い流域面積 （分水を考慮）

二津野ダム上流域 1,016 (801) km
2

小森ダム上流域 641 (564) km
2

ダム下流域 703 km
2

合計 2,360 (2,068) km
2

風屋ダム

二津野ダム

坂本ダム

小森ダム

七色ダム

池原ダム

備 考諸 元項 目

全国26位 / 109水系2,360km2流域面積

全国14位 / 109水系183km幹川流路延長

約4万人流域内人口

奈良県 ：五條市、天川村、野迫川村、十津川村、
下北山村、上北山村

和歌山県 ：田辺市、新宮市、那智勝浦町、北山村
三重県 ：尾鷲市、熊野市、御浜町、紀宝町

5市3町6村流域市町村

210支川支川数

相賀（治水・利水基準点）
流域面積 2,251km2

成川
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2. 経緯

 当社は、熊野川の利水者として、池原・風屋ダムにおいて自主的に目安水位を設け空き容
量を確保することにより、洪水被害を低減するための措置を平成9（1997）年より講じてきた。

 また、平成23（2011）年台風12号により熊野川流域において甚大な被害が発生したことを
重く受けとめ、熊野川の河川整備の現状を鑑み、社会的責任の見地から、平成9（1997）年

に設定した目安水位の低下を図り、更なる洪水の低減に努めることとし、ダム運用の改善
策である暫定運用を平成24（2012）年6月15日に開始した。

 令和2（2020）年5月に河川管理者・ダム管理者・関係利水者にて治水協定を締結した。

現行の運用は、現在の降雨・流入予測技術、ダムの構造上の特性および下流利水者等へ
の影響等を総合的に勘案して、当社が自主的に対応できる最大の設定をしているため、治
水協定に基づく事前放流等の現行運用は、これまでの暫定運用の方法と同様。

 当社が設置した「ダム操作に関する技術検討会」において、学識者および河川管理者のご
意見・ご指導を仰ぎながら、検証・改善を実施している。
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3. ダム運用の概要

 ダムの空き容量確保
大規模出水に備えて池原・風屋ダムの貯水位を「現行目安水位」※まで事前に低下させ、

空き容量（池原ダム70百万m3、風屋ダム28百万m3、計98百万m3）の確保に努める。

【参考：ダムの構造上の特性】

発電専用ダム（利水ダム）は、治水ダムのように低い水位で放流す
る機能を有していないため、上部に設置された洪水吐ゲートのみで
洪水に対応する。

※現行目安水位 ： 平成24（2012）年に設定し、ダム操作規程で謳っている「暫定目安水位」

満水位 ▼318.0m（35.0m）

▽321.0m

現⾏目安水位①
▼310.5m（27.5m）

池
原
ダ
ム

59百万m3

現⾏目安水位②
▼309.0m（26.0m）11百万m3

満水位 ▼295.0m（30.0ｍ）

▽299.5m

現⾏目安水位 ▼288.0m（23.0m）

風
屋
ダ
ム

28百万m3
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3. ダム運用の概要

 ダム水位の低下

 台風情報（中心位置、予測進路）と長期降雨予測（84時間）に基づく「水位低下開始基準」（P.6参照）に
より判断し、概ね出水の2～3日前に開始する。

 したがって、降雨前の晴天時から放流を開始する場合もあり、下流の観光事業・漁業・親水活動等に影響
を及ぼす可能性がある。

 なお、池原ダムのみ降雨予測値に応じて2段階で低下する。

 ダム放流量の低減

 洪水時にはダム放流量を一定時間遅らせること、最大流入量時は流入量より少ないダム放流量とするこ
とにより低減を図り、確保した空き容量を有効に活用して貯留する。

期待されるダムからの最大放流量の低減効果

放流量（現行運用実施前の運用）

放流量（現行のダム運用）

放流量低減効果のイメージ（池原ダム）

流入量
Ａ
Ｂ

※ダムへの流入規模等により低減効果は異なる。
※〔 〕内の数字は平成23(2011)年台風12号の低減効果

約０～１５％

〔０％〕

約０～２５％

〔約１０％〕

現行運用に対する

低減効果（Ｂ）

約５～３０％

〔約５％〕

約５～５０％

〔約２０％〕

最大流入量に対する

低減効果（Ａ＋Ｂ）

風屋ダム池原ダム

約０～１５％

〔０％〕

約０～２５％

〔約１０％〕

現行運用に対する

低減効果（Ｂ）

約５～３０％

〔約５％〕

約５～５０％

〔約２０％〕

最大流入量に対する

低減効果（Ａ＋Ｂ）

風屋ダム池原ダム

現行運用実施前の運用
に対する低減効果（Ｂ）

洪水量

流
入
量

/放
流
量

時間

低減効果
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3. ダム運用の概要

 水位低下開始基準

下表の台風情報および降雨予測の条件に共に該当したときをダム水位低下開始基準※1とする。

※1 過去の大規模出水に至った
出水事例を整理し決定

※2 台風情報は3時間毎、降雨予
測は6時間毎に気象庁より配
信される最新情報を適用

水位低下開始基準②

（池原ダムのみ適用）

水位低下開始基準①

（２ダム共通）

同左

北緯15度以北かつ

東経120 ～ 145度
中心位置

台風情報
※2

各ダムから300km以内

に接近
予測進路

500mm以上200mm以上

長期降雨

予測値

（８４時間）

降雨予測

基準気象庁

発表の情報

池原ダム・風屋ダムから半径300km

北緯15度以北かつ東経120～145度

水位低下開始基準 台風情報例

台風情報例

台風中心位置

台風予測進路

台風予報円

台風経路

台風情報 凡例

【参考：降雨予測の種類と適用基準】

ダム水位低下開始条件
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4. ダム運用の検証

 令和7（2025）年度の運用実績を踏まえ、昨年度までと同様の検証を予定している。

① 台風情報の適用基準の妥当性の検証

台風の実績経路と中心位置基準（北緯15度以北かつ東経120～145度）を整理

台風のダムへの最接近距離（閾値300km）と雨量の関係を整理

② 降雨予測の適用基準の妥当性の検証

長期降雨予測値の予測実績とダム流入量の実績を比較し、降雨予測基準値（200mmおよび500mm）との
関係を整理

③ 実運用への適用性の検証

台風情報と降雨予測の基準に基づき、ダム水位低下前の池原ダム水位を29.0mと仮定した場合に、現行目
安水位（①27.5m,②26.0m）までの水位低下（空き容量確保）が可能であることをシミュレーションで確認

検証内容

台風情報と降雨予測の適用基準の妥当性および実運用への適用性を検証し、
現行基準の有効性を確認する。
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4. ダム運用の検証

 当社は、これまでのダム運用の実績からその効果・課題等を整理し、学識者および河川管理
者による「ダム操作に関する技術検討会」にてご意見・ご指導を仰ぎながら、毎年ダム運用を
検証している。

 令和7（2025）年度の運用実績を検証した結果、以下の事由により、令和8（2026）年度出水
期においても現行の運用ルールを継続する。

• 水位低下開始基準に該当せず洪水に到達した実績（見逃し）はなかったこと。

• ダム運用が有効に機能し、放流量をできる限り低減し流水を貯留できたこと。

• 基準等、ダム運用ルール見直しの必要がないことを確認できたこと。

 引き続き、令和8（2026）年度の運用実績を整理し、次年度以降のダム運用のあり方を検証
し、改善を図っていく。

※ 令和7（2025）年度運用実績の検証結果は、令和8（2026）年5月頃開催予定の「ダム操作に関する技術検討会」にて報告予定。
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5. 令和7（2025）年度のダム運用（実績）

 令和7（2025）年は27台風が発生。

 水位低下開始基準に該当した台風は無かった。

令和7（2025）年の台風発生実績と水位低下判断実績

※1 水位低下開始基準到達・解除の情報配信日時。洪水被害低減対策の開始・終了日時とは異なる。

中心位置 予測進路

200mm以上 500mm以上 到達 解除 到達 解除

1 6月10日 ～ 6月15日 - - - - - - - -

2 6月21日 ～ 6月24日 ○ ○ - - - - - -

3 7月2日 ～ 7月8日 ○ - - - - - - -

4 7月4日 ～ 7月9日 ○ - - - - - - -

5 7月13日 ～ 7月15日 ○ - - - - - - -

6 7月18日 ～ 7月22日 ○ - - - - - - -

7 7月23日 ～ 7月25日 ○ - - - - - - -

8 7月23日 ～ 7月31日 ○ - - - - - - -

9 7月24日 ～ 8月4日 ○ ○ - - - - - -

10 8月3日 ～ 8月6日 ○ - - - - - - -

11 8月7日 ～ 8月14日 ○ - - - - - - -

12 8月20日 ～ 8月21日 ○ ○ - - - - - -

13 8月23日 ～ 8月26日 - - - - - - - -

14 8月29日 ～ 8月31日 - - - - - - - -

15 9月4日 ～ 9月5日 ○ ○ - - - - - -

16 9月6日 ～ 9月8日 - - - - - - - -

17 9月18日 ～ 9月20日 - - - - - - - -

18 9月18日 ～ 9月25日 ○ - - - - - - -

19 9月18日 ～ 9月29日 - - - - - - - -

20 9月24日 ～ 9月29日 - - - - - - - -

21 10月2日 ～ 10月6日 ○ - - - - - - -

22 10月5日 ～ 10月10日 ○ ○ - - - - - -

23 10月8日 ～ 10月15日 ○ ○ - - - - - -

24 10月18日 ～ 10月23日 ○ - - - - - - -

25 11月1日 ～ 11月7日 - - - - - - - -

26 11月6日 ～ 11月13日 ○ - - - - - - -

27 11月25日 ～ 12月1日 - - - - - - - -

台風 台風発生期間

台風情報 降雨予測
水位低下開始基準①

到達・解除日時※1
水位低下開始基準②

到達・解除日時※1
熊野川全流域（6点）中の予測雨量値
の各時間最大値を84時間積算した値北緯15度以北かつ

東経120～145度
各ダムから300km以

内に接近
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6. 情報伝達の改善（実施済）

 以下の項目については、既に対応が完了した。

• 新宮川水系各ダム情報（フリーダイヤル）の回線増強

• 情報伝達ルートの多重化（無線通信のルール化、衛星電話の設置）

• インターネットによるダム情報の提供（国土交通省が管理・運営するインターネットサイト
「川の防災情報」への当社ダムの情報を掲載）

• サイレン吹鳴、放送アナウンスの可聴範囲調査

• 放流に関するパンフレットの配布

• ダム放流説明看板の更新

• ダム放流の通知・通報の改善

 当社は、「ダム操作に関する技術検討会」の中間報告平成24（2012)年5月
以降、流域関係者に対し当社ダムに係る情報を的確に伝えるため、河川
管理者および関係自治体と協議・調整を図り、継続して情報伝達の改善に
取り組んでいる。
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【参考】 1.過去のダム運用（実績）

 過去の運用実績

 台風発生数354のうち25台風が水位低下開始
基準に該当

※暫定運用を開始した平成24（2012）年6月15日から令和7（2025）年12月31日
までの集計

 運用効果

 運用実施時は、バラツキはあるものの池原ダム
と風屋ダムで放流量の低減効果を確認。

池原・風屋ダムにおける運用実績
※1 基準に未達で、洪水量に到達した台風
※2 令和3（2021）年、令和4（2022）年、令和7（2025）年は、
水位低下開始基準に到達した台風は発生していない

※1※1
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